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て
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西
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^

亨

^
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介
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。
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或
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サ
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を
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騮
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濟
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の
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を
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葉
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入
學
の
翌
年(

一
八
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.年〕

閉
鎖
さ
れ
た
。
彼
は
こ
の
時
二
十
個
月
月
額
五
十 

法
の
補
助
金
を
受
け
た
が
、
こ
の
期
限
の
切
れ
る
頃
0
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ル
1
兀
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の
秘
書
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な
つ
た
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か
く
て
.巴
里
に
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け
る
坐
活
の
便
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を
得
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じ
年
ソ
ル̂

ン
ヌ
大
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そ
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戰
举
記
の
執
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け
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大
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受
け
た
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た
こ
の
頃
佛
蘭
西
科
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思
想
界
に
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け
る
權
威
容
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る
機
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文
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。
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ョ.ン
の
學
生
に
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
初
め
多
數
の
學
生
が
詰
办
か
け
た
。
し
か
し
！
？ 

象
必
闲
難
が
ゎ
か
厶̂
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學
と
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史
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に
於
け
る
基
本
理
念

.の關聯にづ
いての

」

論，

ー
苹

_ 

‘ 

' 

「

1

西
に
於
け
る
公
典
敎
育
制
度
に
つ
い
て
し
ニ
八
六
四
部
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「

現
代
に
於
け
る
思
想
の.發
展
と
事
象
の
發
展.に
關
す
る
，考
溱

J 

ニ

八

方

四

年/
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.「

唯
物
論
、
生
命
論
、
合
理
論

——

科
學
の
與
件
を
如
何-に
锊
缪
に
援
用
す
べ
き
か
‘

」

一
八
七
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年 
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追
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註
彼
自
身
も
"
.

「

富
の
现
論
の
研
犯
し
を
以
っ
て㈣
め
て
世
に
著
作
家
と
し
て
立
つ
た

こ

と

を
言
っ
て
居
る
。-r

私
が
一

八
三
八
苹
にIFIE

の

■
‘理
論
の
數
學
的
原
勒
に.關
す
る
研
究』

と
題
す
る
小
著
を
公'に
し
て
、p

實
S

作
家
之
し
て
雜
り
出
し
允
時
に
は
、
齡
既
に
四
十
に
誰
ん
と

.b
、
し
'か
も
な
ほ
片
々
た
る
小
篇
を
霤
き
、
批
評
家
、
' 編
藥
者
若
し
く
は_

家
と
し
て
自
ら
，を
試
み
て
居
亿
に
過
ぎ
な
か
っ
た
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p

a.ncilpes, au Jecteur* p.l.

し
か
し
こ
ゎ
.間
齋
は
經
濟
學
土
の
諸
間
題
に
特
に
法
窟
を
狒
っ
た
。
，こ
‘の
.こ
と
似
.上
記
哲
學
及
び
數
學
上
の
著
書
に
於
い
て
も
數
 々

窺
ふ
と
.と
が
出
來
る
。
そ
め
例
と
し
て'は
，「

現
代
に
於
け
る
思
想
と
事
廣
と
の
發
展

」

中
に「

ラ
ィ
プ
ニ
ッ
ッ
の
該
博
な
天

V

か
、
そ
の 

經
濟
能
カ
と
名
付
く
る
と
こ
ろ
の
も
の9
,將
來
._に
於
け
る
重
要
性
を
表
乐
し
た

」

こ
と
を
强
調
し(

M
- i
o
ベ

，
ま
た「

科
學
と
歷
史
と 

に

於
^:
る

邀

本

理

念
O'
關
聯
J
<D
.
-中
に
、「

經
濟
科
學
，の
兹
本
迪
念
が
順
次.に
現
は
れ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ.た
|-
こ
と
、
.等
が

 ̂

げ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な.’い(i

j
o
t
n
^

3

0
彼
は
淡
者
に
於
；

S
て「

一

般
に
經
濟
學
と
.か
ふ
名
を
興
へ
ら
れ
る
か
の
科
學
の
特
質 

を
明
か
に
し
、
他
の
學
問
と
の
關
係
、
そ
の
科
#

¥
領
域
に
於
け
る
地
位
、
そ’‘の
蕋
礎
觀
念
、
そ
の
吼
ふ
る
方
法
"
そ
の
達
し
得
る
結
果 

の
«
値
、
そ
れ
が
必
然
に
經
驗
並
び
に
與
論
の
誘
導
に
委
.さ
.ね
ば
.な
ら
.ぬ
郜
分
を
，指
示
す
る

」

に
努
め
た(？

• 

s
o
經
濟
學
に
最
も 

緣
遠
い
著
作「

代
數
學
と
幾
何
學
と
の
職
關
の
起
源
と
限
界

」

に
於
い
て
さ
へ
次
の
如
，き
記
載
を
見
を
の
で
ぁ
る
。I •

,

、Wlh崎
_丨

「

序
に
、
悟
性
內
，に
於
け
る
數
學
觀
％'の
發
達
の
順
序
が
社
會
制
度
發
達-の
順
序
と
如
何
に
對_
丨

一
が
他
を
言
は
ば
密
か
に
支 

配
す
る
に
よ
り
-

—

し
'て
居
る
か
、’
法
意
し
て
遛
き
た
一
い
。

^
業
>の
起
源
と
も
い'ふ
べ
皂
貨
幣
制
度
に
よ‘つ
て
、
そ
の
物
理
的
性
質 

を
い
た
く
異
に
す
る
諸
物
が
、
そ
の
交
換
價
値
に
於
い
て
比
較
し
餺
る
も
の
と
な
つ
た
。
す
な
は
ち
諸
物
は
一
の
單
位
ま
た
は
共
通

. 

尺k

を
取
得
す
る
I

が
出
來
、
商

業

還

値

が

算

術

时

な

大

い

喜

た

惹̂-ー
し
ゼ
成
立
す
含
至
つ
た
。
か
くS

人
が
そ
の 

'
處
分
を
矣
つ
、に
、
貨
幣
を^ ;
庫
に
.、
若
し
く
は
商
品
を
象
庫
に
入
れ
て
遭
く
こ
と
が
ハ

(

抽
象
概
念
を
現
實
諸
物
に
適
用•す

る

限

り

"

)

ど 

.
ぅ
で
も
い
い
こ
と
に
な'つ
た
の
で
あ
る
。
賴.い
て
信
用
の
發
達
が
起
ク
，た
。.信
用
に
よ
り
：

(

同
檨
の
範
圃
に
於
い
て

)

、
商
人
の
資
本 

,
の
增
減
運
動
は
、
資
產
及
び
負
債
が
平
衡4
る
點Q

兩
側
に
等
し
く
行
は
れ
得
る
も
の
と
し
て
考‘へ
ら
れ
る
。
だ
か』

商
人
の
信
用
. 

が
不
變
な
る
版
り
、
そ
の
各
部
茴
の
資
本
は
貸
方
か
ら
借
方
.へ
、
ま
た
そ
の
反
對
に
流
動
す
る
こ
と
が
出
來
、
そ
し
て
そ
の
作
用
は

3 

任
意
，の
價
値
を
商
人
の
曼
產
に
添
加
し
若
七
く
は
削
胁
す
る
.に
よ
つ
て
、.任
意
に
そ
の
原
因
を
變
觅
す
る
場
合
と
異
な
ら
な
い
。
換 

言
す
1
ず
*
商
人
の
資
本
は
ま
づ
篼
術
量
と
し
て
成
立
し
、
商
業
制
谈
の
こ
.の
新
し
き
發
達
に
よ
つ
て
代
數
量
と
な
つ
た
の
で
.あ
る
。

. 

こ
»
形
容
は
、
•住
意
の
原
因
を
も
ち
得
る.量
、
更
に
一
般
的
に
は
•
そ
の增
減
が
對
稱
的
作
用
を
，な
し
、

一
方
が
他
方
と
等
し
く
無 

限
.に
延
長
さ
れ
得
る
量
を
示
す
よ
り
深.い
意
味
に
解
せ
ら
れ
る
。

」 (

I ^
O H
n
J
^;§
! 3>9*I-94J 

、

.

H

i

•
ム
ー
ァ
の「

彼
の
称
學
上
の
興
味
は
根
本
に
於
い
て
社
會
伯
で
あ
つ
た

」

と
の
批
評
は
5£
し
い
^
が
«*
,

)

0
つ
ま
り
偶
然
が
彼 

を
經
濟
學
に
投
じ
た
の
で
な
く
、
思
想
上
の
锄
因
が
こ
れ
§

い
た
の
で
あ
.る
。
す
な
は
，ち
單
な
、る
思
ひ
付
で
な
く
、
彼f

つ
思
想
' 

體
系
が
彼
を
學
說
上
の
改
革
者
た
ら
し
め
た
の
で
魟
か
。
S

か
く
て
最
後
に
箪
を
激
つ
た̂
の
は
蓉
經
濟
書
*「

_

諸
學
説
概：. 

觀』

で
あ
つ
た
。'被
は
經
濟
學
の
論
著
を’以
つ
て
蔡
#
に
'デ
ビ
ユ
i
レ
ノ
經
濟
書
を
絕
筆
と
し
て
こ
の
世
を•去
つ
た
の
で
あ
を
。
.

註
彼
の
經
濟
學
と
そ
の
哲
學
上
の
著
書
と
の
關
係
に
就
い
て
は
、
爝

ほ

ぞ

又

ぞ

ブ

I
/
o
e
u
v
m
n
'
o

日

-l
*
e d'
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g
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經

濟

學

に

於

け

：
る

彼

‘の

著

作

は

次

の

三

で

あ

、る

0 

.
,.
-
: 

* 

'

^ ，
•

の
瑯
論
の
數
學
伯
諸
原
理
に
關
す
る
硏
究

」
R
A
C
h
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「

經
濟
諸
學
說
概
觀」

K
e
v
u
e

 
s
o

 

日

m
a
i
i
r
e
d
e
s

 

d

o.c
t
f
i
n
e
s

 

6
c
o
n
o
m
i
q
u
e
s
.
‘
1

8
7

7
.

,

.

彼
の
學
硬
上
に
於
け
荅
地
位
を
決
货
的
の
も
の
た
ら
し
め
た
も
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
數
學
と
經
濟
學
と
を
結
付
け
た
第
一

D 

,

箸
書
で
あ
っ
て"

後
の
二
者
は
*

大
雜
衆
に
^ .

へ
ば
、.
最
後
の
ネ
の
は「

原
理」

の
要
約
、「

原
理」

は
數
式
を
省
い
た「

硏
究
J
C O

稗
論
で• 

あ
る
。

こ.れ
が
後
に
、
ド
ビ
ッ
ト
ル
が
彼
の

#

^

瞿
上
の
諸
著
‘作
を
紹
介
も
た
時
、

「

彼
は
あ
る
意
味
に
於
い
て
唯
上
册
し
か
書
物 

を
書
か
な
か
つ
た.」

と
言
ふ
と
共
に
、
，

「

そ
.の
-

册
‘の
書
物
を
三
度
書
い
た

J

 

.と
言
び
得
る
と
し_た
所
以
で
あ
る
。

そ
の
屮
七
展
開
さ 

’

れ
て 

は
、
同
一
思
|

霞

で

ぁ

る(

| |
#

1|
& |
傭

 

n

o s
e

H

t
I B
H

n

 

t

wr l
t

i o
T

S I)

。

' U

か
し
' ^

人
の
.傳

記

を

書

き

、
.
解

祈
と
認
識
^
!
に
沒
戚
し
て
居
た
こ.の

若

い

數

學

者

驅

.
つ

て
、
.幾
.何
裂
と
富
の
理
論
と
を
^
合

せ
’ 

:

し
め
た
^

の
は
何
で
あ
ら
ぅ
か
。
，彼
は
富
の
理
論
の
反
覆
を
後
の
著
書
に
於
い
て
說
明
し
て
肩
る

(
l

a.o
c
i
p
e
s
,

 

s

I

S

P
 

ノ
。

.け

.

れ

-H
も
‘數
學
的
な
最
初
の
論
著
の
發
生
，に
澈
い

-て
は
言
及
し
て
居
な
い”
そ
ル
は
彼
隹
身
の
筆
に
な
る
コ
追
想
記

」
s

g-verdrs 

1
7
6
0

丨 

■
1
00
6
°
に

も

說

明

が

で

。

こ
れ
は
ジ
イ
ド‘、
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
提
起
さ
れ
た
凝
問
で
あ
る
が
、
，未
だ
何
人
に
よ
？

も
滿
足
に
答
へ

も
れ
て
居
な
い
。「

事
實
は
學
說
の
，發
生
、
，殊
に
純
粹
な
种
學
的
懈
蹲
の
そ
れ
を
說
明
す

f

の
で
な
い」
士
い
ふ
の
が
、
ジ
ィ•ド
、
リ
. 

ス
ト
の
.見
解
で
t

(

p

o s
p

s -
o
w*
は

•難

1
!

 

4

,

1

1

)

。
ま
た
1

甙

ン

マ

ル

は「

經
濟
と
數
f

偶
然
に
f

ル
f

.
に

於
い
て

同

一

语

性

の

和

に

交

叉

し

た

の

だ

と

言

つ

I

罟

る
-^r

a
n
c
o
i
s

 

w
q
g
p
a
i
r
e
.

 D
a

 

p
r
i
n

Q.pe de 

f
 
ô.c

o
a
o
m
i
q
u
e
s

 

d
a
n
s

 1.000.

'
■»
. 

/ 

v
v
H
e

a.
01

o
o
u
m
o

.r
+

s

D.
W
S 

,-ceIle

p:
8'
o
l
e 

de,-La-usanne. Paris, 1331, 

p
.

-

4
«3
>)

し
/

し̂
そ
,̂
^
著

者
:2
日' ^
を
尋
’，ね
て
遂̂

解
か
ル
得
な̂

謎

で
^:
ら
’う
か
0
,
:
'
ク
く
 

•

-

,バ

,

ク
.
1ル
ノ
ー
は「

富
.

Q

酒
論
の
硏
究」

の
敬
筆
に
當
、つ
て
、
，A

•ス
ミ
'ス
、
_リ
_カ
チ
ド
.オ
、
J

*
-B
•
，セ>
ィ
を
_
ん
だ
、
そ
し
て「
^
扭
の 

.言
索
に
訴
.へi

丈
け
で
充
分
と
考
へ
だ
潜
者

」

に
^
つ
セ
は
、
分
析
は
■一

 

般

に「

不
確
觉
で
あ
り
、
ま
た
屢
を
不
明1«
:」

で
あ
る
と
.評 

し
た(

^
s

s rfp?10,)。
「

著
者
の
中
に
は
’
ス
ミ
ス
や
彳
ィ
の
や
う
に
、
政
治
經
濟
學
の
論
述
に
當
つ
て
、
そ
の
文
體

i

文
學
の
有 

ゆ
る
糜
致
を
保
持
し
た
人
々
；も
あ
る
。
が
'ま
た
•リ
カ
，ァ
ド
オ.の
.や
う
に
ょ
り
杣
象
的
な
問
題
に
近
づ
き
*
貧
は
ま
た
大
ひ
に
茈
確
を
來 

_ 

ノめる場合に

、
’代
歡
を
避
け
得
，な
、か
づ
た
人'々
も
あ
る
。
し
か
も
彼
等'は
.そ
.れ
を
退
！

f

な
ゾ
冗
長
な
算
術
的
計
算
で
糊
塗
し
た
の
で
あ 

: 

'つ
た
。
し“
2:
^

リ
ユ
ト
フ
7
ラ
は
^

序̂
文
巾
‘に
於
妙
る
‘こ
，れ
等
短
い
漳
句
を
以
つ
て
、
充
分
問
題
解
決
の
鏈
を
與
へ
る
も
の
と
考 

へ
今
す
な
は
ち
ク
•！
ル
ノ
ー
の
、や
う‘な
綜
合k

瓢
心
な
、
計
算
の
，方
法
に
練
達
し
た
现
論
家
‘が
ノ
リ
カ
ァ
ド
オ
の
加
う
し
だ
部
分
を 

‘
讀
む
に
當
づ
て
、-そ
れ
.に
代
數
的
な
書
替
を
試
，み
な
，い
と
い
ふ
こ
と
は
あ
七
#
な
い
、
と
い
ふ
o'
で
あ
る
。
彼
は
言
ふ
、
羅
貿
易
の 

,
等
式
は
正
に
か
か
る
試
み
を
容
す
も
の
で
あ
る
ま
；
か
。
肯
ふ
I
で
も
な
，
く

古

典

の

挤

究

は

T

般
に
黹
に
：6
大
滿
足
の
原
理
を
援
用
し"

.

.解
析
の
方
法
を
；要
求
す
る
も.の
で
，•あ
る
。
彼
が
こ
の
政
學
的
書
替
を
級
す
に
當
り
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
師
域
が
そ
の
確
，立
に
努
め
た
不
记 

,

‘凾
數
€
理

論
I

へ
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
だ
ら
う
か-と

私

は

こ

の

疑

問

に

同

意

す

る

。
殊
に

「

社
會
現
象
は
確
率
理
論
の
應
用
に
、
人
口
統Bt
學
、
保
險
理
論
へ
(D
* 
.，そ

し

て

ク

ー

ル

ノ

ー

が

『

社

會

雜

術

』

5
食

1±0
1沒
<
1§ 

S
9 

'の
名
で
>示
ず
か
.の

.團
の
.問
題
に
は
.全
般
的
‘の
、
.そ
^
使
用
が
示
す
や
う
に
、
特
に
適
し
て
，居
る

」

か
ら
で
あ
る

/ 

'ァ
ン
ト
ア
ン
ヌ•
オ
ー
ギ
ノ
沐
ス.タ
ン
■̂
ク**

ノ
ル
ノ
1

9
片
影
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一
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ア
シ
-ト
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ヌ
*
ォ
一
ギ
ュ
ス>
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*ク
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1ル
ノ
'
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.片
影
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一
o
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(

九
五
八)

CISconomique- d* Augustin Cournot, 

i
3
'
o ノ

： 

, 

•
 

wconoEQetrica 
へ* Aprn,1939? p

.
1
3
t

‘
彼
の
ゴ
硏
ざ
に
於
け
る
方
紙
論
は
そ
の
序
文
に
氣
約
さ
れ
て
甚
る
。

「

次
い
さ
调
の
關
係
が
問
題
と
な
る
場
合
、
數
學
の
|
號
の
使
用
'
 

は
K

g.
然
で
あ
る
。

」

從
來
と
て
も
、
上
に
，述
べ-た
や
う
に
、
柚
象
的l
問
題
を
取
扱
ひ
、
ま
た
大
ひ
にIH
,確
を
求
^
る
場
合
に
代
數
を1
 

避
け
得
な
，が
o'
た
人
々
が
な
い
で
な
か
っ
た6
し
か
'1.
彼
等
は
概
し
て
1
©の
，轲
論
に
對
す
る
數
學
的‘分

祈

適

用

の

性

質

ぎ

乳

解

し

、
‘符 

號
#

に
公
武
使
用
，の
，目
的
は.、
犟
に
數
的
5+
箅
に
潜
<
に
^,
り

と

；考

へ

：て

居
?>
-
0け
れ
ど
も
問
，題
は
、̂

加
に
か
や
う
な
理
論
の
み
に
依 

る
惙
瓿
れ
數
字
的
決
走.に
適
し
な
い
'
?
'
1
數
學
解
析
に
長
ず
、る
人
々
は
、
そ
の
目
的
が
単
礼
數
を
訂
算
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
.
進
ん
で
數
的 

に
表
現
ち
樣
な
い
大
い
さ
間
の
關
係
を
見
出
ー
す
だ
め
に
も
、
ま
た

'そ
の
法
則
が
代
.數
的
記
號
で
說
明
し
得
な
い
凾
數
亂
わ
關
係
を
贫
出 

す
た
め
に
も
用
ひ
ら
れ
名
こ
と
を
知
つ
て
居
る
6 J「

富
の
.理
論
か
ら
生
ず
る'

「

般
問
題
の
解
決
は
、
本

來

初

霖

數®
fc
'依
賴
す
る
も
の
• 

で
.は
な
い
0
_そ
れ
は
、
單
に
ニ
、定
の#-
件
を
滿
觅
す
る
に.過
ぎ
な
い
不̂
觉
形
の
凾
數
を
取
扱
ふ
解
衍
部
門
に̂
^
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
.が
私
が
こ
の
論
文•で
擴
立
し
や
う
と
す
石
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

」

'

(

?-
:
^
.
-
泣)
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' 
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.

.彼
は
こ
吖
新
^
い
方
法
を
用
ふ
る
に
嚴
格
で
あ
つ
た
ラ
商
品
め
價
将
が
買
手
の
數
ノ
そ
の
欲
望
及
び
そ
の
吏
出
し
得
る
收
入
と
共
に 

增
加
し
V
.寶
手
の
數
と
熱
心
に
比
例
し‘て
減
少
す
る
こ
：と
を
知
つ
て
こ
れ
をft
數
的
な
言
葉
，に
移
七
、

： b
+
a
h

を變の增加函

，
_
 

-»
、
.
巧

I

少
函
.
の
.形
と
.し
て
こ
れ
I

論
的
根
據
と
し
出
發
すI

ナ
！
ル(

は

“

^

l^ l
g

^

p
s

f

f

P

越

？d

g

l

’

L

ぱ

む
 1

3
S
1
1
P
M
C

氣

彼
は
ま
た
そ
の
方
法
の
效
果
と
限
界
と
，を
知
っ
て
居
た
？
被
は
.「

數
學
的
分
析
を
適.用
し
得
な
い
問
題r

蒞
じ
く
は
旣
に
充
分
明
自
と 

思

は

れ

，
る
.問
題」

'
に
對
し
て
は
こ
れ
を
卯
ひ
な
い0
>
.
^
-
^
}
0

、
そ
し
て
こ
.の
ご
.と
が
彼
を
し
で
、
經
濟
.學
に
全X
新
し
い
本
質
的
な
分 

野
.を
開
f

せ
る
效
果
を
も
っ
た
の
で
あ
る

(

#

が

び
K

g o
f l
^

T

d

fi l
k
 

「

富
の
理
.

j.,.一各、______ A „ V ン --

論
の
原
理」

に
於
い
て
て
の
方
法
を
放
棄
し
た
。
し
か
し
私
は
そ
托
に
よ
つ
で
V
M彼
，が
と
れ
を
積
極
的
に
排
除
し
た
も

Q
.

と
は
考
へ
な 

い
。「

普
通
，の
言
葉」

を
用
ふ
る
他
の
著
者
の
方
法h「

不
_正
確
と
考
へ
、

」

、
前
著
に
於
い
.て「

そ
の
木
精
確
を
指
摘
し
た

」

と
信
ず
る
•に 

於
い
て
は
、.後

著

に

於

い

て

，も

變

り

は

な

く

◎

Is
.
^
;

1
0
、

そ
の
•經
濟
學
へ
の
建
設
的
價
値
は
依
然
こ
れ
を
認
め
た
も
の
と
信
ず 

る
。
こ
.の
點
に
就
い
て
は
猶
ぼ
後
に
觸
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
，ち
.̂
-

。

，

.
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、
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.
，
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彼
よ
り
以
前
、

一
八
三
一
年
に
八*
ワ
ル
ラ
ス
が
經
濟
理
論
の_歡
學
的
，妈
質
を
豫
見
し
て̂
た(

&
6
3
$
6 

et 

i-origine 

de 

la 

valeur, 

し
か
し
，
一
八
三
八
年
に
於
い

.て
も
、■往
年
.に
於
け
：
と
同
様
、.こ
札
に
同
意
を
表
ず
る
も
の
は
な
か
つ
た
。

ク 

V
,ル
ノ
'丨
自
身
も「

箸
名
な
理
論
家
队
非
'難
を
身
に
引
受
く
べ
き
こ
と

」

、「

旧
を
揃
へ
て
數
學
公
式
の
使
卬
に
反
斜
あ
る

」

べ
き
こ
と 

を
豫
期
し
た
，? ;
-

v
i
o
。
け
‘れ
ど
.も
結
果
は
な
ほ
惡
る
か
つ
，た
。
そ
れ
は
兖
全
に
默
殺
さ
れ
た
。
例
へ
ば

7
'
テ
ュ
ビ
ュ
ィ
が
獨
占
下
に 

於
け
る
價
格
形
成
を
取
敬
つ
て
居
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
o
彼
は
全
く
ク
1
ル
-ノ
ー
穹
硏
究
し
を
無
視
す
る̂

化
^
び

碑
^

^
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irAugu
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ccur^t, 

i
3
o 

I

•
フ
ィ
ッ
シ
ア
は
、

一
八
三
八
年
よ
り
七
 

一
^
の
間
に
數
.學
を
經
濟
學
に
應
用
、

E
c
o
n
o
l
r
i
c
%

 1。39, vol. 

7
v
_
tz
;
p 

P
-
1

也
 3-矣

、 

ノ
 

ノ 

- 

ノ

ノ

し
た
著
奢
は
約
三
十
人
あ
る
け
れ
ど
も
，
彼
等
拟
多
ベ
タ
-
*
ル

ノ

ー

，
を

知

ら

ず

、
.
' 

ま
た
瓦
に
も
相
識
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
つ
た
と
言

' 
? 

. 

irJn 
3

、
.*
-
<

Fisher. Cournot 

s
d Matr'matl.cal 

economics, in-《
Quarterly journal 

of 

economics 

:
v
o
3
. l.t
ol>
o 

事
實
後
此
經
濟 

つ
て
尸
7 (1937-ss* pi 

1
3
5
'
rt
f
. 4. s. Jevons, T

h
e

 theo

-̂of political e
c
o
n
o
m
y
,

私
.

sed. 1911. 

p
. xxix-oooc, XXJa

<L
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.學
史
上
に
於
け
»̂
地
陂
を
不
動
な
ら
し.め
た
こ
、の
書
も*
公
刊
の
初
め
數
苹
間
は
ー
册
も
賣
れ
な
か
つ/た
と
傅
へ
ら
れ
る(
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八
七
三
年
に
ク
ー
ル
ノ
ー
自
身
も
ワ
ル
ラ
ス
，に
宛
て
て
、
彼
の
恶
賓
が
•孰
れ
も
出
版
後
幾
年
も
多
數
請 

者
を
獲
得
'し

な

ぃ

、
た

め

、

出

版

書

肆

&

評
判
_の

潘

し

，く

な

%

こ
と
を
書̂

て
届
る'

0

^

^

l g
e

s
s l
^

:f
i

M r
9

s

r
 

^
M O
^ I
W
 

'Revue, 
v

v

^*r
j
.°

L
•
ワ
ル
ラ
ス
は
こ
の
書
の
不
人
氣
を
、
そ
れ
が
リ
か
バ
ド
オ
の
經
濟
學
そ
の

«

の
洱
生
で
あ
り
、

何
等
新
鮮
味
な.

.ア
ン
>
ァ
ン
ヌ
‘
.ォ*
-
:
¥
* 
ス
タ
ン
?-
ク
-
'ル
ン
*
-の
；片
影
'

-
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i
l
r
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こ
.
，
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-
V 

X
- 

•
•
•
•
•
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•
• 
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-
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. 

.

.
,

ア
ン
ト
ア
v
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•
オ
.
|
.
ギ
、
^
>
‘
>
^

ク
，
ル>
、
.の
、片
影
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o

四

(

^
六
0〕

き
J

•に
歸
し
て
居
る̂

M

t

!

v

^9 2
:

3

1

Jこ
の
言
も
恐
ら
く
眞
で
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
そ
れ
は
亦
雒
か
に
、
そ
の
數

學

公

式

が

馨

.

を
德
劫
が
; ^

背
た
に
も
由
る.に
相
違
な
い
0 

,ジ
太
ヴ
，ォ
ン
ズ
す
ら

「

經
濟
學
純
理」

.第
ニ
版(

，|
八
七
九
年)

に
1

い
て
、「

本
書
を
手
に

.し
^
の
は
一
八
七
ニ
年
だ
が
、
楙
讀̂
た
の
は
*
べ
最
近
の
‘こ
と」

で
あ

り

、

「

數

學

の

カ

が

不

宠

分

な

の

で

、

ク

ー

ル

ノ

ー

の

分

析

の

育

ゆ
る
部
分
に
就
い
て
歡
い
ズ
ゆ
く
こ
と
亦
诎
來
ず
、
今
日
と
雖
も
彼
の
著
書
の
隅
々
ま
で
消
化
し
て
居
る
譯
で
な
い

」

と
告
由
し
て
居 

る
0

で
あ
る(
-0

ニ

：0
±
^〕

0 

■
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「

抓
究
，

J

が
朝
，め
て
抵
の
批
評
に
上
つ
た
の
ほ
、

「

原
理」

が
出
版
さ
れ
た一

八
六
三
年
で
あ
る
。，
そ
れ
は
彼
が
デ
ィ
ジ
；

を
隱
巡
し
- 

た
. 翌
年
で
あ
り
、

「

研
究」 
發
表
の
後
二
十
. 五
年
で
あ
る
。
 

.こ
の
部
唐
年
學
徙
レ
オ
ン•
ワ
-ル
.ラ
ス
が「

ア
ン
デ
パ
ン
グ
ン•

ド

•
ラ

4

1

ゼ 

ル
-

」
n
p
e
a
e
n
t

 de la 

M
l

e
に
‘「

塞

|

の
原
理」

‘の
紹
介
を
書
い
た(

找

9

^

^

^

^

そ
れ
は
勿
論
本
雰
誉
評
と
し
て
書
か
れ
た
も 

の
で
•あ
'る
が
、
內
容
は
寧
ろ「

硏
究
1-
に
觸
れ
る
と
.こ
.ろ
が
多
.い
。
•彼
は
.こ
の
^ -
章
•に
於
，

s

て
ク
‘
1
.ル

ノ

ー

の

數

學
0
經
濟
學
へ
の
應
用 

•を
"
-1
JE
摯
'な
"
名
#
あ
る
、
そ
し
て'こ
れ
^
で
、な
さ
れ
た
こ
の
趣
の
說
み
の
唯
一
最
初0弋

の」

で
あ
り
、•*
!
純

粹

經

濟

學

の

將

來
 

無
係
す
る
き
ろ
褪
め
て
大
な
る

」

：|

述
‘ベ
て
居
る(

g
r
j
p
i
a
p
x
:

 

^

6

,彼
は
更
に
.

『

八
七
三
年
八
月
巴
思
の 

^

>

o

n
 

des sciences morai

s-
诨

1

1

^
に
於
い
.て
.
ク

ー

ル

ノ

ー

の

'

「

硏
究」

を
紹
介
し
-

と
の
哿
に
對
し
て
逾
當
の
往
意 

%
拂
ふ
べ
き
こ
き
f

し
た
。

:
 

<

.;「

ク
ー
ル.
ノ

ー

氏

は

、
•卒

直

且

つ

眞

同

目
.に
經
濟
學
祀
數
學
.の
應
用
を
試
み
た
最
初
の
人
で
あ
る
。
氏
は
こ
れ
を
、一

八
三
八
年
に 

八

さ
れ
ゝ
.ま
た
私
の
知̂

限
り
で
.■は
、
佛
蘭
西
の
學
者
がま
，だ
誰
れ̂

批

評

に

上

ぼ

せ

な

.
い

F

富
の
理
論
の
數
學
的
原
理
に
關
す

•
.る
硏
统』

と
題
す
ゐ
著
作
に
於
い
て
像̂
た
の
.で
あ
る
。
多
年
私
自
身
も
純
韩
經
濟
擧
を
*
數
學
的
な
一
自
激
科
學
と
し
ズ
連
設
す 

る
に
努
め
て
居
る
。•私

は

ダ

ー

ル
ノ
ー
，
玫
と
：は
異
つ
た
經

'濟
原
理
に
基
き
、
異
つ
た.數
學
‘上
の
方
法
に
±-
.り
そ
こ
に
到
達
し
た
。
氏 

は
^
制
限
の
競
爭
に
達
す
石
た
め
獨
由
か
ら
初
め
る
。
私
は
一
，般
的
場
合
^ 1
あ
る
無
制
服
競
印
か
ら
出
發
し
て
、

g
殊
な
場
合
，獨
A 

に
到
達
す
る
ガ
が
い
い
と
思
ふ
。
氏
は
通
常
微
積
分
，を
用
^
る
P
妙
れ
^
も
-私くとも躲礎理論の設粜のた

^
に
は
、
解 

祈
幾
^ .
.の
初
步
的
な
公
式
に
賴
る
丈
け
で
成
功
し
た
。
か
キ
ぅ
に
•皆
々
の
'硏
究
ば
決
し
て
混
同
さ
れ
な
い
。
，私
が
灰
か
ら
傲
り
た
の 

/」

は
そ
0
方
法
だ
け
だ
-と
言
ひ
得
る
4
思
ふ
0
し
か
し
そ
れ
丈
け
で
旣
に
充
分
だ0
私
はf

ハ

f

し
，い
試
み
i

そ

れ

に

就

い

て

な

ほ

何

.
，

等

批

叫

が
.in
、
ら
ル
て
居
ら
な
い
こ
と
を
爾
ね
て
述
，べ
、
從
ク
て
ま
た
與
し
い
待
遇
が
與
へ

\e
>
れ
て
な
い
こ
と
を
敢
へ
て
言
ふ
次
第 

>

:■
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V

し
.か
し
と
こ
-に
法
意
す
べ
き
は
、
彼Q

尊
重
す
る
も
の
^
、
ク
-
ル
ス
ー
.の
^
板
で
あ
つ
て
、
そ
0
迦
論
で
な
い
こ
>-
で
あ
名
0「

第 

一
の
論
文
，

〔「

撕
究」

を
栴
す〕

は
、
數
學
的
見
地
か
ら
見
て.德
だ
滿
.足
す
べ
.き
も
，の.
.で
あ
り
、
そ
の
方
商
に
て
は
微
積
分
ぬ
適
用
に
多
大 

の
•隊
練
を1

ポ
しP

居
る
け
れ
ど
も
•
經
濟
敷
的
見
地•か
ら
す
忘
な
ら
ば
、
そ
の̂
だ
然
ら
咨
る
^

5
ざ
る
を
得
な
い
ノ
藉
し
著
辨
-は 

.
殆

ん

ど

こ

，
の

關

條

に

於

い

て

は

、

リ

カ

ァ
ド
.オ
，の
，，經

濟

學

に

^

等

變

化

を

，加

へ

る

こ

と

な

く

探

，
用

す

る

に

-£
ま

つ

て

居

を

か

ら

で

あ 

る
。
し
.か
も
.こ
の
後
の
.も
の
は
臌
密
に
批
評
さ
れ
、
大
い
に
修
取
さ
’れ
る
こ
と
を
康
も
必
耍
と
す
る
の
セ
あ
る
^

と
言
ふ
の
で
あ
る 

(

£
M§
s
,
d
i
5
l
l

B r
£

r
彼
の
一
般
均
衡
論
が

「

硏
究」

の
發
展
し
た
も
'0
で
众
い
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い0
彼
は
そ
の
後
も
數

數
の
機
會
に
、

「

私
は
そ
^
經
濟
學
の
根
本
原
理
を
父
オ
ー
ギ
ュ

.
ス
ト
•
ヮ
.ル
ラ
ス
に
藉
於
、
こ©
學
說
の
た
め
に
函
數
針
*
を
用
ふ
る
根 

: 

,

、
>
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.
私
社
前
に
、
後
康
に
於
い
て
不
朽
の
名̂:
妈
允
彼
0
著
書
も
、
同
時
代
の
人
々
に
完
全
に
默
殺̂

J

れ
、
出
版
の
當
初
に
は
殆
ん
ど
一 

册
も
賣
れ
な
か
つ
た
こ̂
を
'述
，ベ
た
。
こ
め•恐
る
ベ
き
無
關
心
を
克
服
す
る
た
め
、
彼
は
一
八
六
ゴ
ー
年
前
著
に
於
い
そ

「

不
可
缺」

と
考 

ぺ
'
>激
擧
没
ぷ
を
省
く
、

」

，.富
の
理
論
0
原
，理」

を
著
し
'て
世
に
'間
ふ
た
0
自
ぐ
ハ
漱
は
確
か
に
數
學■の
領
域
に
屬
.す

る

諸

關

係

並

び

に 

•理
念
を
表
現
す
る•た
め
.
‘に
、
數
學
.記
號
の
.利
用
が
有
利
に
な
つ.た
も
の
と
信
じ
、
ま
た
技'術
家
を
目
指
し
て
特
に
數
學_が
硏
究
せ
ら
れ
、 

殊
、に
.大
企
業
に
い
い
地
位
を
得
ん
が
た
め
技
師.の
資
^ '
が
求
め
ら
れ
各
時
代
に
、
胡
當
數
の
請
，者
あ
，る
.

V

と
を
期
待
し
て「

研
究」

を
黉 

い
た
の
，•で
あ
る
。
し
か
し「

私
は
誤
つ
て
.据
た
ご
■一
 

ル

三

八

年

以

來

學

界

に

，は

0
3
|ル
、
リ
スK

パ
ス
チ
ア
の
や
う
な
獨
創
的
な
學 

.者
亦
楚
肩
し
、
：•ま
た
經
濟
界
に
は
諸
種
の
革
命
が
行
は
れ
で
，
こ
.れ
を
，

て

活

撥

な
»
論

が

行

は

れ

た

。

け

れ

占

も

「

社
.會
經
濟
の 

興
味
あ
る
問
亂
に
私
の
，論
理
と
代
盤
と
を
應
用
す
る

」

私
'0
努
ヵ
は
歌
^ *

ら

れ

て

居

ら

な

，い

や

ぅ

で

あ

る

0「

私
が
今
日
望
む
の
は、
 ̂

が
觀
念
の
根
本
に
於
い.て
_
つ
て
居
た
の
か
、.或
は唯

//

形

式

だ

け

を

誤

つ

て

居

た

，の

か

を

知

る

に

相

る

o

こ
の
目
的
'の
た
め
に
、
私 

は
辟
ぶ
一
八
三
八
年.の
小
著
を
取
士
げ
て
こ
れ
を'^
止
し
1
發

股
.'
$
す
べ
皂
も
の
は
發
展
さ
せ
、
前
に
觸
れ
る
こ
七
を
控
へ
た
點
を 

補
足
し
、
殊
に
、
そ
の
內
容
を
億
劫
な
も
の.に
し
て
居
る
代
數
の
使
用
を
全
然
省>
た」

と(

r s
ss
.;
l)

s >
c5
:

.°
し
か
し
數
斟
的
記
號 

及
び
形
式
の
愼
重
な
使
片
か
、
經
濟
問
題
の_
論
に
常
に
有
用
な
る
こ
と
を
信
ず
る
に
於
い
て
は
、
敢

へ
て
變
化
が
あ
つ
た
pi
で
は
な 

い
。
だ
か
ら
彼
比
、‘

「

幾
何
學
の
.證
明
方
法
を
卯
ひ
な
い
で
幾
何
學
的
精
神
の
嚴
密
さ
を
保
存
す
る
た
め
、
簡
單
-
明
瞭
な
る
た
め
の
有 

ゅ

る

努

ヵ

を

惜
,^
な
か
'つ
た
。

」

- ^
仏
；

)

唯
そ
.衣
書
で
は
、
數
學
的
方
法
の
適
用
に
限
界
あ
る
こ
と
を
、
A

h
明
白
な
■言
葉
で
述
べ
て居 

る
。「

最
も|i:

當
に
、
繁

に

特

定

純

理

論

的

里

Q

結
果
に
導
く
鰲
的
方
法
に
も

•

‘
_

Q
螌

旨

續

き

解

®y

は

賽

.

1

も
ヴ
が
、
社
會
現
象
の
そ
れ.に
等
し
く
も
っ
と
は
言
へ
な
ぃ
價
値
が
歸
せ.ら
れ
る
懸
仓
が
あ
:^
一
と
ぃ
ふ
議
が
あ
る
。
吾’々
'は
多
大 

の
注
意
を
以
'つ
て
，じ
な
け
れ^ :
こ
の
方
法
を
用
ひ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
同
様
に
*

一
般
の
判
斷
が
そ
れ
に
反
對
の
や
う
な
ら
ば
、
そ 

の
使
要
全
ぐ
識
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
曼
し

一

歡
の
刺
斷
は
、
他
人.の
そ
れ
を
炎
定
す
石
も
の
ょ
り
も
、
ょ
り
敗
资
な
隱
れ
た
现
、
 

由
を
も
.つ
こ
と
を
殆
ん
ど
誤̂

^
い
か
ら
で
あ
る」

(

郎
&
!
.

)
(

註
、；

■
^
、)

か
萎
の
方
法
が
、
依
然
と
し.て
演
繹
的
で
あ.つ
た
こ
と
&
1日
ふ
ま
で
，も
な
い
。
經
濟
學
の
問
，題
に
經
徵
は
不
可
能
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

.
M湾
^
諸
事
實
.に
對
し
..て
it
、，V臨
床
醫
.學
..の.場
合
"
^
^
^
 ̂

檢
索
、く'試
驗
：ぬ
許:̂
^
方
0
,计
れ
:̂
^
犯
^

\篇
味
で
^

.，.結

.
、
. 

.
'論
の
、な
い
經
驗
、.眞
に
科
歡
的
な
經
驗
故
許
さ
九
な
い
。
'そ
れ
は
、
、
例
へ

•ば
、
黯
肺
が
そ
の
考
究
す
る
，さ

」

.ろ
を
賢
行
に
移
す
や
う
な
も
の
で 

あ
る
‘。
'國
民
な
り
、‘個
々
'
.の
人
が
.問
題
で
?>
-
る

場

合

、

，
一
.

制
度
、.
一
治
療
法
を
試
驗
寸
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
人
間
性
が
働
い
て 

•

唐
る
規
身
に
實
驗
す
る
こ
、
と
は
出
來
な
い
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こ
の
，方
法
の
相
違
が
、
彼
の
’著
述
の
對
象
に

，
一、の
變
化
を
齎
ら
し
た
。
.彼
に
據
れ
ば
、
政

治

經

濟

學
.

1

1
 

I

f

 

I

窜
の
t
論

-
；は
#

か
に
ニ
0.
^

^
で
)̂
-
る
0

し

か

し.

「

こ
の
科
學
は
現
在
な
ほ
斷
片
的
な
狀
態
に.あ
り
、’
且
つ
そ
の
特
觉
部
分
は
永'

.
く

こ

の
.

1
を
續
け
ゐ
で
あ
ら
う
。

そ
れ
ば
未

だ

完

佥

に

、
，
決

定

的

•に
權
成
さ
れ
た
も
の
.

~

"
一
般
に
承
認さ
' ^
,た
確
實
な
遨
礎
の
上'

に
立
つ
と
ぃ
ふ
意
味
で
I

と
認
•め
ら
れ
る
諸科
學
に
見
る
や
う
な
、
，，規

則

的

な

、
體

系

的

な

、

そ

し

て

常

に

*'
進

艰

的

な_
成
を
許
す

J 
<、
、

、

%

、
%
、
、

に
至
’つ
て
g
な
い
。
ま
た
將
來
と
て
も
あ̂
ま
^J

:

と

思

ふ

p
.

)

o
社
，̂

濟
學s

c
o
n
o
m
i
e

 .sociale

と
富
の
理
論
！

a
t
M
O
-

rie.des'

-Hichess

s- 

と
は
區
別
し
な
け
れ
ば
な
：ち
な
いo
:
•
.
前
者
は
道
德
ハ
哲
擧
、
政
治
、
宗
敎
に'^
け
る
思
想
を
取
人
れ
、

そ
の
對
象 

.は
茈
當
な
經
濟
的
分
野
を
超
免
、
そ'の
铋
決
：ば

「

議

論

の

餘

地

あ

る

適

用

荃

容

，す

の

^.
で
、「

明
確
な
積
極
的
證
朋

」

を
許
さ
な
^

富
-の

ノ
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•ア
ン
K
ア
ン
ヌ
•
オ
I
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ユ
ス
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シ
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片
影 
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O
.
V 

(

九
C
巧

，理

論

对

疋

し

べ

言

づ

て

前

者

の

經

濟

的

な

ー

部

分

で

あ

^
て
、
科
學
的
形
態
を
受
容
れ
る
こ
と
が■可
能
で
あ
り
、
ま
た
旣
に
容
れ
て
居 

:る
の
.で
あ
る
。「

事
實
、
坐
產
條
件
考
し
く
は
商
業
關
係
：
S

化
、に
よ
つ
て.價
格
が
.如
何
に
騰
落
し
1
平
衡
を
保
つ
.か
、
.地
虫
、•企
業
家
、 

.

-勞
働
皆
の
間
に
刹
鲷
ま
だ
は
損
失•が
如
何
に
分
配
さ
れ
る.か
、
.が
問
題
：で
あ
る
。
：
か
か
る
問
題
が
、
ヵ
學
お
た
及
化
E

の
問
題
が
あ 

り
得
る
と
.
S

 く
、
純
轉
科
擧
的
で
弟
名'こ
と
、
觀
察
に
.よ
る
確
、實
■

«

へ
.の
K

の
應
用
に
■

を
置
く
解
決
を
許
すC
と 

.
t
r

誰
れ
で
も
知
つ
て
居
るO

J.!
し
^'
し
社
畲
經
濟
學
の
中
に
、
，科
擧
的
な
綜
合
、
解
決
を
許
す
部
分
が
如
何
に
少
く
、
制
限
さ
れ
て 

居
'る
か
を
免
^
•な
い
o「
富
の
細
論
は
、
そ
‘の
，‘科
學
的
な
椴
格
さ̂

純
称
さ
を
保
任
せ
ん
と
す
る̂
-ら
ば
、
斷
片
的
な
狀
態
を
績
け
るo 

•
:そ
の
樣
々
&
問
題
は
社
#
經
濟
學
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
ノ
科
樂
的
形
態
を
取
る
こ

と

，
が
不
可
能
で
あ

.^

か

、
翁
し
く
は
な
ほ
こ 

の
形
L
を
取
る
此
至
0-
て
居
な
い
'^
*
部
分
9
1
題̂
、
に

關

す

る

と

こ

ろ

の

私

察

£
ハ

つ

ハ

、‘

:@
1
1
>かか
、
か
<
r
.
£
# x
か
：̂

む

I
O
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T

く
て「

研
究」

で
は
、
彼
は
正
し
い
意
味
で
當
の
理
論.の
領
域
に
麗
り
、「

原
理」

で
.は

、

こ

れ

等

不

売

含

斷

片

‘的

部

分

を

藤

結

合

す

る

、
裏
だ
が
よ
り
純
粋
で
な
い
、新
發
浪
が
現
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る

u
r

d
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f
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1
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1
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:

彼
が
本
書€>

反
s

ど
ん
な
に
期
當
懸
げ
た
か
比
、
そ.

Q.

次.
Q

慕

に

よ

つ
..て
，知
ら
れ
る
。

「

第 

一
S

制
決〔

%
| ?
|
結

れ
°1
1
1
'對̂
し
て
_

を
提
§
す
名
の
(£
ー
十
年
も
.か
が
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
黧
が
ど
う
で
あ 

'
つ
て
も
、
勿
論
ゾ
私
は
こ.の
う
，
へ

者

し

や

う

な

ど

と

は

考

へ

な

い

o

こ
の
訴
訟
にg

び
敗
れ
る
や
う
な
ら
、
私S

さ
れ
る
こ
と

.

は
、
殆

含
£

_
条

.

|
著
f

も
I

て
な5

慰
藉•

馨

を

f

判

袋

他

日i

鼻

Q

f

に
破
I

れ

る

こ

と

も

あ

ら
う
と
考
へ
る
そ
の
慰
め
、

す
な
は
ち
眞
理
の
そ
れ
よ
り
外
ぬ
あ

る
ま
い
o」

(prindpes, 

•.W
5 

— 

け
れ
と
も
こ
ひ
書
も
彼
の
期
有
を
巍
坦
つ
て

「

一
八
三
八
年
の
小
著
に
も
ま
し
て
成
功
を贏
ち

得
な
か
つ
た
。」

(LeKre 

 ̂

A
‘ 

Cour-
ire 4

e

 A
*

 courl
i

 L
A
O
n

 Walras”

L

S
S3》

ボ
 1

1
%

ば

^

。.

)

，碰

に

舉

げ

喪

「

ァ

ン

デ

パ.ン
ダ
ン」

に
.於
け
る
ワ
.ル
ラ
ス
の
本
書
に
對
す
る
批
評
は
免0
如
き
も
0 .
.で
あ 

る
。「

彼
の
小
著17

硏
究
.
.を
指
す〕

を
_
成
す
る
ニ
要
素
中
、
彼
の
棄
て
た
の
，
•は
、
そ
の
獨
創
的‘
承
唆
的
，部

分

を

成

す

數

學

的

婆

素

で 

あ
つ
て
、
そ
し
て
，保
存
レ
て
過
度
に
發
膝
さ
せ
た
•の
が
、
そ
の
.弱
い一
面
で
あ
る
經
濟
的
要
素
であ
る
。

だ
か
ら
本
書
を
批
評
す
る
と 

な
れ
ば
、
そ
の
誤
っ
た
若
し
く
比
瞹
味
な
、
議
論
の
餘
地
あ
る
幾
多
の
所
見

^
指
摘
す
る
ょ
o
外
が
な
い
。J(

> 0
:s
^

^

1
g r
^
l 1 

0 i
- B
ジH

ヴ
ォ
ン
ズ
も
後
に「

前
著
に
蔌
ぶ
れ
ば> 
興
味
及
び
重
要
さ
の‘點
に
於
い
て
劣
るy

と
評
し
て
居
.̂ 

theory 

2*;
d
.

)

o
ク
ー
.ル
ノ
ー
自
身
は「

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
シ」

に
.於
け
る
ワ
ル
ラ
ス
の
批
評
を
知
ら
な
か
つ•た
も
の
の
如
く
、「
ジ

M 

-
(
. 

,

ユ
ル
ナ
ル
•デ
•
ゼ
.コ
ノ
ミ
ス—

L 
-
J
O
^
J
^
J
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100
6

4
の
フ
ォ
ン
>.
ネ
1:
の
言
葉
を
81
い
て
、
次
の
や
う
に
言

つ
て
居
る
。
.

■ 

. 

• . 

■
•

「

私
は
少
し
經
っ
て-―

私
自
身
は
少
し
も
そ
れ
に
係
ら
な
か
つ
；た
の
で
あ
る
が
一

r
l

八
三
八
.年
の
訴
訟
に
勝
つ
た
に
し
て
も
、

1

八
六
三
年
の
訴
訟
に
は
負
け
た
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
諭
れ
か
ょ
く
溯
っ
て
私
の
代
數
を

#
重
'し

て

吳

れ

た

も

の

，
が
あ
つ
た
に
し 

て
も
、
私
の
散
文〔

數
式
を
用
ひ
な
い「

原
理」

を
指
す〕

は(

そ
う
口
に
す
る
こ
と
を
恥
づ
る
の
だ
が

〕

書
店
の
好
評
を
得
な
か
っ
たo 

•
-
•ル•

ジ
ユ
ル
ナ
ル
*.
7-
ゼ
3
ノ
ミ
ス
ト(

ー
八
六
四
年
八
月)

は
-私
が『

リ
ヵ
て
ト
ォ
で
止
ま
つ
て
そ
れ
以
上
に
出
な
い
と

』

い
ふ
點
、 

‘
經
濟
學
の
領
域
•に
於
い
て
凌
1
1十
五
年
間
に
苴
り
多
く
の
秀
れ
た
人
々
が
な
レ
た
發
見
を
考
慮
し
な
か
っ
た
と
い
ふ
點
に
就
い
て

、
.

,
特
に
私
IE
:
.
-
.
非
難
し
た
。
.か
く
て
佛
蘭
西
經
濟
學
界
の
誰
れ
一
人
そ.の
名
を
舉
げ
な
か
っ
た
憐
れ
な
著
奪
は
、
逆
に
他
の
人
々
を
龙
分 

,に
援
用
し
激
か
っ
た
と'い

ふ

非

難

を

受

け

る

と

，と
に

な

っ

.た
の
‘で
あ

る

」
.(

i
y
.
;
l i
o a
; l
5r
j
。(

能)

,

註
ブ
ォ
ン
ト
ネ
ー
の
批
評
は
、
察
せ
ら
れ
る
や
ぅ
に
、
彼
に
最
も
好
意
の

.な
い
も
の
，で
あ
っ
.た
。
前
記
引
用
と
對
照
し
て
興
味
あ
る
，部
分
を
引

け
ば

ア
ン
’ト
ア
ン
ヌ
•
オ
f
ギ
ユ
ス
タ
.ン
0
ク
ー
ル
ノ
ー
の
片
影

o
九

(

九
：六
五

)

T
-
^
.
u
^
s
r
E
S
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t
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.



，
ア

ン

ト

，
ア

ン
f

オ

ー

ギ

ュ

ス

，
タ

ン

•
ク

I

ル

.

〜

V

®
片

影 

. 

ー

ー
0

.
(

九

六

六〕

•「

私
ぽ
ー
八
三
八
年
及
び
ー‘八
六
三
筇
の
彼
の
兩
書1
苧
に
取
つ
允
0
.そ
し
て
ご
十
五
牮
の
歲
月
を_
て
\

そ
の
想
想
に
何
等
進
涉
の
跡 

,

を
も
認
め
な
か
つ
た
。
し
か.1
:
涸
想
は
吾
々
の
時
代
に
於
ぃ
て
广
嫩
亿
經
濟
學
に
於
い
て
、
急
速
な
独

#
を
遂
げ
て
1

.
の
で
あ
る
。
學
說 

:
.
の
あ
る
點
に
龙
い
て
は
、
そ
の
修
正
は
著
し
い
。
I
•
'こ
：

T

の
四
半
世
紀
間
に
、

ch.
.

デ
ュ
ノ
イ
エ
、
ゴ
ン
ト
、
ロ
シ
ィ
：
ハ
ス
チ
ア
、
ブ
ル
ド 

:

ン
並
び
に
社
龠
主
義
全
部
、
ヶ
，|
及
び
距
來
利
加.學
派
、
J
*
s
•ミ
ル
、

バ
ン
フ
，ヰ
1
ル
ド
、
マ
ク
ク
口
ー
ド
、
リ.ス
ト
、
ロ
ッ
シ
尤
ル 

.
等
々
•の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
な
ら
な
，い
。
か
く
て
何
た
る
精
神
の
動
搖
、
何
た
る
果
敢
な
西
定

*
何
た
る
思
想
戰
丨*

.

タ
t
ル

ノ

の

書

は

、
泉
の
精
ア
レ
テ
ュ
ゥ
ス
が
濡
れ
な
い
で
海
を
腴
つ
た
や
ぅ
に
"
氣
付
く
こ
と
な
く
し
て
こ
の
ニ
十
五
年
の
闘
ひ 

を
經
過
1
た
も
の
>
や
ぅ
で
あ
る
。
そ
れ
は
思
想
の
あ
る
縈
固
さ
を
示
し
て
焐
る
、
け
加
ど
も
そ
れ
は
時
代
錯
誤
だ
。
，あ
る
章
で

.は
、
ミ
ル 

の
國
際
髯
為
に
關
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
屉
る
こ

と
が
見
出
さ
れ.る
0.
ま
た
一
註
記
で
は
，
ハ
ス
チ
ア
の
名
が
擧
げ
ら
れ
て
^
る
の
を
見 

る
。
し
か
し
そ
れ
つ
限
り
だ
。1

す
る
た
め
に
も
、
娃
認
す
る
た
め•に
も
、
そ
こ
に
彼
等
の
片
鱗
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ノ
ィ

エ
氏
の
そ
れ
と
て
も
同
樣
で
あ
る
。
す
な
ば
ち
そ
れ
等
は
無
に
等
し
い
。

」

-R
-

ou
e Fon-tnay, principles .de-la tb

osorie des rlcbesses 
.

^

 

0
0
C
3
0

 ̂

^
3 

p
c
s
^

五‘

’

.

か
く
て
、

一
八
六
三
年
上
吿
權
の
放
棄
を
約
束
し
た
彼
|
あ
つ
た
が
、.,
十

年

の

後

三

度

前

著

を

取

り

上

げ

た

。
，、
一
八
七
七
年
死
後
に 

至
つ
て
出
版
さ
れ
た

「

經
濟
諸
擧
說
概
観」 ——

そ
の
序
文
に
.は
一
八
七
六
年
十
月
の
日
附
が
あ
，る
1

が
こ
れ
で
あ
る
o
彼
の
言
葉
を 

藉
れ
ば
、「

ー
八
六
三
年
の
論
文.
0洱
版
.で
な
く
、
そ
.の
新
版
、
す
な
は
ち
一
層
，い
い
順
序
に
置
か
れ

(

と
信
ず
る
：

T

ま
た
坐
產
箸
S
 

版
書
肆〕

に
も
消
费
者
S
者〕

に
も
齊
し
く
經
濟
的
に
有
利
な
や
ぅ
に
、
.幾
多
の
細
部
を
割
愛
し
て
、
ょ
り
通
俗
な
形
に
踮
縮
し
た
版 

を
公
に
す
4
誘
惑
に
負
け
た」

_の
で
あ
る(

f
csi
む

。

本
書
に
も
■

「

原
理
.

」

と
同
じ
く
數
學
的
分
析
が
疖
ひ
ら
れ 

て
居
ら
な
い
。
も
早
や
純
粹
經
濟
理
論
は
、
ク
ー
ル
”
丨
の
研
究
の
唯
一
の
對
象
で
は
な
い
。
彼
は
稗
び
よ
り
，具
體
的
な
實
際
問
題
を

权
“
上
げ
、「

原
理」

以
上
に
も「

社
會
經
.濟
學
か
ら
導
ぎ
出4

れ

た

考

察

」

_
.
に

ょ
:<
>
'て
、
r
--
s
九」

公

刊

以

後

に

取

り

戾

し

、

•«
は
構
成
し 

た
諸
理
論
を「

盤
理
結
合」

し
た
。
.
'か
乂
て
本
書
で
は
.'
農
業
經
濟
及
び
-エ
業
，經
^

^
勝
題
と
な
り
、
國
家
が
論
ぜ
ら
れ
.、
社
會
問
題
が 

仅
扱
は
れ
てr

そ
の
重
要
部
分
を
形
成
す
る
。
，す
な
は
ち
吾
々
は
今
，や
一
八

11【八

年p

純&

理
論
.の
硏
免
か
ら
漸
次
遠
ざ
か
り
、
新
し

• 

•
•
•
•

. 

.
.

.
.

•

V
:.  

......  

.
、
• 

，， 

•.
:
.

 

>»: 

■ 

.

い
ク

ー

ル
ノ
，
1

は
、
革
新
す
る
と
と
を
罷
め
た
改
革
啻
と
し
て
吾
々
.の
.前
.
に

立

つ

，の
で
-

あ
る
。
.
‘
 

‘

こ
の
書
も
ま
た
依
然
と
し
て
成
功̂,
見
な
か
つ
た
。
知.ら
れ
1
こ
と
も
少
な
べ
*
ま
た
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
も
な
か0
た
0
だ
か
ら 

そ

れ

は

ク

ー

ル/

l
iD
經

濟

樂>,
の
著
述
の「

最

资

の

、
.
砬

も

接

近

し

得

る

版

」

で
、あ

る

と

は"
ル
そ
反
對
必
も
の
で
あ
る

(

町
o
t
fi i
a l 

o
e
u
v
r
e
s

<t>
O
Q
n
i
i
q
i

 d>ugdstin 

c
o
m
u
o

J :
。

そ
し
て
こ
れ
等
が
彼
の
馨
篑
を

s
o
h
r

 

selten g
e
w
o
r
d
s

な
ら
し
め
た
窜
情
で
あ
つ

た
の
で
あ
る
。
 

• 

■ 

,
,

•

:

彼
の
晩
年
は
仕
合
せ
でI

つ
I

し
い
。.一

生
彼
を
.苦
し
め
た
眼
の
故
賢
、V

ル
ポ
ジ
ヌ
時
代
に
冬
溯
る
の
で
あ
る
が
、
過
度

_

1

1

#

激

賴
 

_

1

,

_

_頭
_

必
_

無
1 ,
清
1:

: 1
:;
1

^

里
役
立
つ
こ
I

期
待
し
迄
ら
で
t

。
彼
は
使
つ
て
細
い
仕
事
に
從
ふ
こ
と
が
出
來
な
く
な
つ

.た
。
し
か
し
研
究
は 

錢
さ
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
、.毎
旧
一
定
時
間
彼
の
た
め
に
音
讀
し
て
吳
れ
る
哄
手
が
あ
り
て
扉
め
ら
机
た
し
尽
あ
る
。

」

八
七
三
部
被 

は
1.
*
ヮ
ル
ラ
.ス
に
宛
て
.て
、
三
十
年
來
數
學
を
放
棄
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
.て
居
る
。

’
，

「

ぬ
は
ロ
.：
、

ザ
ン‘ス

か

ら.の
貴
翰
及
び
御
同
射•の
印
刷
物
を
受
取
り
ま
し•た
。.
そ
れ
を
深
く
感
謝
し
ま
す
。
私
は.そ

..の

讓

に

费

し
 

暑
I

少

る

努

を
.拂
つ
て
，そ
れ
を
讀
み
ま
し
た
。
と
い
ふ
の
は
、
そ
，れ
を
貴
乳
に
中
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
が
*
三
十
年
來
私 

は
、
日

々

農

を

管

た

め

に

他

人

の

朗_
に
賴
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な.く
，な
つ
て
居
る
の
で
す
。"'勿
論
激
學
を
讀
ん
'で
吳
れ
る
こ
と

ア
ン
>
ア
ン
ヌ
*
太
1
ギ
ュ
ス
タ
ン
•
ク
1
ル
ノ
1

め
7 1

*
影

waft .

(

九
六
七〕



の
出
來
I

年
は
•居
り
ま
せ
ん
6
ま
た
こ
I

s
學
を
讀
む
.こ
f

出
來
ま
.せ
ん
。
書
く
に
至
っ
て
は
、
、
故レ
オ
ナ
丨
ル
• 

T

f ^
i s
l

ん
。
‘ 

•
ニ
ー+

年

來

私

は
l

i

_

し
て
居
ま
す
。」. 

m
e
a
c
a
>
l
l
. 

p. l
i

s
s

o
m

■■
:
. 

'
* 

~

.:

.;
ス

六o
年
頃
に
f

執
ら
れ
s

l

l
は
、
初
め
少
し
I

片k

書
I

り
、
そ
れ
が
集
め
ら
れ
て
寫I

に
ょ
b

l
 

さ
れ
、
彼
に
養
み
聞
か
さ
れ
、
そ
の
訂
茈
を
經
て
出
來
上
つ
た
の
だ
と
傳
べ
ち
れ
名

^
^
^
^
备
异
^
的̂
^
⑷タ

ぽ
-y

私
は
M
1

等
の
記
事
^
讀
ん
で
殆
ん
ど
.伽
の
痛
む
を
覺I

の
で
倉

が

？
吾
々
は
こ
こi

っ
て
S

彼
の
方
法
論
に
觸
れ
グI

I

っ
の
、

,
.
.
で
あ
る
0

• 
- 

•

'

.

*
■
'

' 

:

V
;'
.
,
.
'-
:
:
.
、
. 

•
, 

一'•
:
,
.
'
v
-:
-
.
v
.
:
‘

：.,
/
ノ
，.V
:
.
-

.'
::.
:
'
.
:
■:

■'
■■

•:'.'■
-•.
'で
ん;:
-
'
.
.
:
.
c

,v
+
'

ジ

•...-..•

••
:
.
-
:
.
リ'バ.
.广
、
ぐ
 
+v:-
v%+-

 

. 

-

.-
,',
'
> 

, 

.

. 

.

.
-
'
.
.
.
.
.
.
.

f:
;
.
.
:
*
-

私
は
前
に
、
彼
が
數
認
方
法
罡
確
性
を
是
認
し
っ，っ
も
、'數
f

囘
避
し
、
そ

の

德

の

緊
I

言
し
て
f

こ

と$

ベ 

た
。
上
記
書
I

は
更
に
强
く
、

「

算
術
的
例
證
に
ょ
•っ
て
代
數
記
號
の
使
用
を
排
除
し
得

t

と
を
主
張
し
て
居
る
。

「

眞
に
興
味
あ
る
問
題
、
す
な
は
ち
自H

I

し
く
は
I

I
際
留
|

そ
れ
に
'到
達
す
る
た
め
に
、.私
は
一
の
新
レ(

假 

第
二
次
的
又
は
派
生
的
作
用
を
縵
すI

ふ
_

を
設
け
ざ
る
ナI

か
っ
た
。
r

f
假
定
I

f

な
ら
ば

ち
^

^

^

;

! !
^

1

我

f

 

i

>

o

i

c

t

.

i

n

l

l

,

3
l

e

f
 
ノ 

ノ
户
三
年
の
ネ
2

f pt
r

て

象

み

た

と

こ

ろ

.
で

I

。」

U
00
7
3, jn 

-wconometricâ
voL 3, Jan., 193s. p. 

S
J

こ
こ
に
述
ぶ
る
と
こ
ろ
は
、

「

原
理」

に
於
い
て
述
べ
ら
れ
て
鹿
る
と
こ
る
と
は
同
ニ
で
な
い
。
或
は
こ
の
頃
に
な
っ
て
、
經
濟
學

の
數
擧
排
f

全
的
に
決
心
す
る
に
至
っ
た
の
か
も
知
れ
•
け&

も
上
±
皮
？

5
冬

、

，
.

ノ
 

r

 

s

f
り 

い
.
 

豆

力

I

れ
t

け
れ
と
も
私
は
馨
こ
の
決
、も
に
對
し.て
、
猶
ほ
ー
點
の
疑
を
も
っ

の
•で

含

•
藍
し
彼
の
是
等
言
說
に
も
拘
ら
ず
、
■そ
の
數
學
放
棄
I

原
因
が
，̂

に
存I

し
て
、
上
述
の
'傭
康
ヒ
の
规
由
、r
/

.
 

• 

- 

- 

■ 

’ 

，.
‘.-
'.-.人

.

.

.
；

、.'

ブ-
,

は
ち
視
カ
減
退
に
往
る
こ
と
を
思
ふ
か
ら
で
あ
石
？
嘗
て
は
眼
を
通
じ
て
あ
の
や
う
に
自
甶
に
そ
、の
意
味
、
そ
の
独
能
を
驅
使
し
た
記

''
. 

號
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
や
目‘に
も
見
ぇ
雛
く
、
坪
に̂,
捕
促
し
雛
い
も
の
に
版
つ
た
。
況
ん
や
筆
に
載
す
る
に
至
つ
て
は
、
な
ほ

M
で 

•あ
る
と
言
ふ
。
半
ば
盲_
と
な
.つ
た
こ
の
人
に
、
數
學
的
勞
作
を
期
待
す
る
の
は
、
凡
そ
不
可
能
事
で
は
あ
る
ま
い
か

0'
三
八
¥
の「

硏 

究
し
に
は
幾
多
ひ
談
膠
を
含
み
、

「

茜
だ
不
注
意」

な
著
述
と
し
て
、.
1
•フ
，
ィ

ク

七

ブ

が

』

，

「

證

明

莕

及

び

校
1?
:
者
と
し
.て」
の
義
務
を
怠 

• 

•れ
る」

も
の
鼻
さ
れ
.た(？

餚

■

F

l i
)

03
K

i

^
v r
3

 

一'
コ
ル
.は
と
れ
を
彼
の
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